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【新型インフルエンザについて】 

・ 症状は，急な発熱・咳・鼻水・のどの痛み・筋肉痛・関節痛・下痢等。 

・ 喘息・糖尿病・心疾患・腎疾患，妊娠中の方等は重症化しやすい。 

・ 潜伏期間は４日までが多く，感染経路は飛沫感染と接触感染。 

 

【感染予防について】 

・ うがい，石鹸・消毒液での手洗いを励行。 

・ 咳，くしゃみが出るときは，マスク，ティッシュなどで，鼻・口を押さえる。 

・ インフルエンザワクチンは，現在接種可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【濃厚接触者について】 

  職場や家庭等で患者が発生した場合，濃厚接触者と定義します。その場合，最終接触日の翌日から

4 日間は，（１）毎日の体温測定，（２）マスクの着用を条件に出勤を許可。 

 

【新型インフルエンザ様症状が出た場合】 

(1) 出勤せず，医療機関に電話し，マスクをして受診。 

(2) 新型インフルエンザ（疑い）と診断されたら，速やかに勤務時間管理者に電話連絡。 

ただし，病院職員及び診療に従事する方は，附属病院感染対策室（087-891-3058）に電話連絡の

上，その指示に従う。 

発熱した日の翌日から７日間は，就業禁止。 

(3) 常時マスクを着用するとともに外出を避け，手洗い・うがいの励行，人に咳やくしゃみをかけ 

ない等咳エチケットを徹底し，医師の指示に従い療養に専念。 

  

勤務時間管理者は，新型インフルエンザ罹患者発生の都度給与福利グループ

（内線１０５１）に連絡してください。 
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